
日本服薬支援研究会 web 講演会 

「内服薬嚥下障害」を考える金曜日 4 回シリーズ 
 

第 2回 内服薬嚥下障害を生じやすい疾患と薬剤 

日   時：7 月 17 日（金） 19:00〜20:30 

主   催：日本服薬支援研究会、連携：J-HOP 

参加申込：https://fukuyaku-event20260717.peatix.com 5 月 1 日受付開始 

締   切：定員 100 名になり次第または 7 月 10 日（金） 

参 加 費：日本服薬支援研究会会員･賛助会員 1000 円、 

J-HOP 会員 1500 円、非会員 2000 円 
     （参加申込者のご都合でキャンセルの場合は、参加費の返却はできません） 

講   演： ① 内服薬嚥下障害が生じる病態と問題となる疾患 19:00〜19:45 
   浜松市リハビリテーション病院 えんげセンター  

センター長・医師 原 和也 先生 
内服薬嚥下障害とは内服した錠剤が、⼝腔・咽頭に残留したり、⼀緒に内
服した液体を誤嚥したりすることである。近年注⽬されつつあるも、なぜ内
服薬嚥下障害が⽣じているのか病態や機序についての報告はほとんど無い。
当院では嚥下造影検査の⼀貫としてバリウム模擬薬で錠剤内服の評価を⾏っ
ており、嚥下障害患者での内服薬嚥下障害の病態について嚥下造影の動画を
提⽰しながら解説する。 

  ② 薬剤性嚥下障害－抗コリンスケール－ 19:45〜20:30 
国立長寿医療研究センター薬剤部/高齢者薬学教育研修室 

 薬物治療管理主任/室長 溝神文博 先生 
本講演では、⽇本版抗コリン薬リスクスケールを⽤いた抗コリン負荷の評
価を基盤に、薬剤性嚥下障害の発症機序と関連する薬剤起因性⽼年症候群に
ついて解説する。さらに、おくすり問診票等を活⽤した症状評価の重要性
と、臨床現場における実践的な介⼊の視点について概説する。      

 

研修認定： 日本薬剤師研修センター研修認定 1 単位 （申請中） 

日病薬病院薬学認定薬剤師 V-3 1 単位 （申請中） 

        の何れかを付与 

 

＜問合せ先＞日本服薬支援研究会 E-mail：fukuyaku.event@gmail.com 
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＜予 告＞ 
 

第 3 回 8 月 28 日（金） 
看護師、歯科医師が経験する内服薬嚥下障害の現状 

講演： ① 看護師が経験する内服薬嚥下障害の現状（仮） 
   Nurse Innovation 株式会社 代表取締役 

    臨床栄養代謝専門療法士 朝倉之基 先生 

 ② 歯科医師が経験する内服薬嚥下障害（仮） 
  日本大学松戸歯学部 口腔外科学  

         教授 石井良昌 先生 

 

第 4 回 9 月 18 日（金） 
内服薬嚥下障害への取り組み実例 

講演： ① 内服薬嚥下障害への取り組み実例 1（仮） 

  神奈川歯科大学歯学部 薬剤部  白鳥千穂 先生  

 ② 内服薬嚥下障害への取り組み実例２（仮） 
  公益社団法人 地域医療振興協会 

   台東区立台東病院・老人保健施設「千束」 

   医療技術部長 兼 薬剤室長  鈴木慶介 先生     

 
参加申込は、Peatix で受付致します。⽇本服薬⽀援研究会メーリングリス
ト、HP でご案内致します。 


